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新明解説

●未来を向いて課題に向き合おう
　2019年5月1日。元号が令和に改まった。日本
の新しい時代の幕開けである。一方で，平成時
代の社会の大きな変化の中であらわになり，令
和時代の宿題となっている課題が人事にはいく
つかある。例えば，働き方改革，女性活躍，外
国人活用，あるいは100歳まで生きる時代におけ
る労働およびキャリアの在り方等である。
　「新しい酒は新しい革袋に盛れ」ということわ
ざにあるように，変化とともに時代に求められ，
迫られるようなテーマは，新しい発想で向き合
う必要がある。それを古い革袋に盛るような行
為，つまりは昭和・平成時代の考え方を引きずっ
て解こうとしていては，正解の分かりにくいこ
れからの時代に取り残される可能性がある。基
本姿勢として，読者の企業には，ぜひこのよう
な心持ちで，未来に向けて問われている課題に
向き合っていただきたいと，本稿の冒頭に述べ
るものとする。
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